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■構成と内容（HP参照）「保湿化粧品編」第 1章 角層研究のオーバービューと角層ケア化粧品の展開  
第 2章 角層内セラミドに注目した新規保湿化粧品の開発と製剤化技術  
第 3章 角層細胞間脂質：セラミドプロフアイルと肌性状との関連 第 4章 タイトジャンクションの生理機能
と化粧品素材開発への応用 第５章 角層タンパクの酸化と皮膚保湿機能：抗酸化ケアの重要性  
第６章 肌・角層分析による顧客カウンセリングへの展開   
「美白化粧品編」第 7章 美白化粧品のオーバービューと今後の展望  
第 8章 メラノサイトにおけるメラノソーム輸送の仕組み  
第 9 章 メラニン生成酵素チロシナーゼをターゲットとした美白コンセプト 第 10 章 メラノサイトを取り巻
く環境因子をターゲットとした美白コンセプト 第 11 章 真皮繊維芽細胞がもつ色素細胞のメラニン生成抑制
作用について 第 12章 表皮へ転送された melanosomeを分解する autophagyの機能  
第 13章 メラノサイト内のメラノソーム輸送阻害をコンセプトとする美白ｱﾌﾟﾛｰﾁ                 
「ｱﾝﾁｴｲｼﾞﾝｸ・抗老化化粧品編」第 14章 抗老化研究のオーバービューとこれからの抗老化化粧品の展開  
第 15章 医薬部外品薬用化粧品－抗ｼﾜ化粧品の研究開発－好中球ｴﾗｽﾀｰｾﾞの役割に着目して  
第 16章 紫外線形成 DAMPs/LR3 ｼｸﾞﾅﾙによって加速される肌光老化とその改善ｱﾌﾟﾛｰﾁ  
第 17章 表皮脂質代謝における糖化の影響と皮膚老化への展開  
第 18章 表皮の紫外線ダメージ抑制と修復に着目した抗老化コンセプト         
「紫外線・太陽光線防御化粧品編」第 19章 紫外線防御研究の論点  
第 20章 日焼け止め化粧料の塗布時に発生するｳﾞｨｽｺｽﾌｨﾝｶﾞﾘﾝｸﾞ現象がもたらす問題  
第 21章 紫外線吸収剤、散乱剤のﾒﾘｯﾄとﾃﾞﾒﾘｯﾄ 第 22章 紫外線及び近赤外線防御粉体の開発と今後の展開                   
「メイクアップ化粧品編」第 23章 高持続性ファンデ―ションの研究開発  
第 24章 パウダーフアンデ―ションの開発と機能 第 25章 口紅研究開発のトレンド～口紅のうるおい向上  
第 26章 ポイントメイク化粧視覚効果測定への心理物理学的方法の応用   
第 27章 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸ技術の化粧品開発への応用第 28章 IJ 印刷技術を応用したﾒｲｸｱｯﾌﾟｼｰﾄの研究開発  
「育毛・毛髪化粧品編」第 29章 色素細胞と白髪生成メカニズム  
第 30章 新規薬剤開発に頼らない部外品育毛料の開発 第 31章 髪の美しさと毛髪内部構造   
「処方最新技術・全体にかかわる最新技術編」 
第 32章 ジェミニ型界面活性剤の創製～ｱﾐﾉ酸・糖・ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝを用いて  
第 33 章 液晶、αゲルの生成と応用製剤開発 第 34 章 高純度モノアルキルリン酸の開発と化粧品への応用 
第 35章 ＴＸＣを含むα-ゲル製剤化技術と美白化粧品の開発  
第 36章 ポリグリセリン脂肪酸エステル系のαゲルと乳化 →http：//www.kbsweb.org/Gijyutukyouiku/     
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